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◄ᵓ：それでは定刻となりましたので、堺化学工業株式会社 2024 年 3 月期決算説明会および新中

期経営計画の説明会を開催いたします。本日はお忙しい中、弊社説明会にご出席賜りまして、誠に

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

本日は、本会場に直接お越しいただいた皆様およびウェブにてご参加いただきました皆様の、ハイ

ブリッドによる開催となっております。 

この後のスケジュールですが、まず 2024 年 3 月期の決算に関してのご説明をさせていただいた

後、一旦ここで質疑をお願いしたいと思っております。4 時までを目安に、お時間を設けさせてい

ただいております。その後、新中期経営計画のご説明をさせていただき、同様にその後、質疑をま

たお願いしたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

皆様、お忙しい中、限られたお時間ではございますので、大変申し訳ございませんが、間に休憩等

は挟まない予定をしておりますので、何卒ご容赦ください。 

それでは早速、決算のご説明に入らせていただきます。社長、お願いいたします。 

：こんにちは、堺化学社長の矢倉でございます。本日は足元の悪い中、ご足労いただきまして

誠にありがとうございます。 

ただいまより 2024 年 3 月期決算業績について説明いたします。冒頭の全体感を私、矢倉から、そ

して、その後の詳細は IR 担当の大釜から説明いたします。 

まず、2024 年 3 月期通期の業績でございますが、中間決算時に発表した繰延税金資産の取崩しに

加え、酸化チタン事業などにおいて減損損失を計上し、当期純利益は赤字となりました。 

営業利益は中間決算時に修正した予想を上回ったものの、中期経営計画「SAKAINNOVATION 

2023」最終年度の目標、営業利益 80 億円、ROE6%は未達に終わりました。 

後ほど説明いたします新中期経営計画「変革・BEYOND2030」にも掲げておりますが、事業ポー

トフォリオの入替えや ROE向上、PBR 改善を重点項目とし、2024 年 3 月期中に資産の圧縮にも

着手したところでございます。 
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業績が振るわなかった主因は、ひとえに、利益を牽引しなければならない成長事業である電子材

料、化粧品材料の伸びがなかったこと、そして酸化チタンをはじめとする効率化検討事業の取組み

が激しい外部環境の動きよりも遅れてしまったこと、それに尽きます。 

したがいまして、新しい中期経営計画では、そこにフォーカスした内容にしております。改めて後

ほど、新中期経営計画については説明させていただきたく思います。 

それでは、決算の詳細を IR 担当の大釜から説明させていただきます。 

 

：IR 担当の大釜でございます。では、2024 年 3 月期決算サマリーを説明いたします。 

前年同期比ですが、外部要因の影響もあり、多くのサブセグメントで販売数量が減少し、それに伴

う操業度の低下による影響もあり、減収減益となりました。 

期中に修正しました予想比では、外部要因の影響は大きく解消されず売上高は未達でしたが、効率

化検討事業を中心に価格是正が進んだことや、半導体市場が底を打ち徐々に回復し始めた影響もあ

り、営業利益は計画を上回りました。 
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では、2024 年 3 月期本決算の業績概要でございます。 

売上高は 821 億 500 万円、営業利益は 29 億 4,200 万円、経常利益は 30 億 6,600 万円、親会社株

主に帰属する当期純利益は 70 億 9,200 万円のマイナスでした。 

全体感は先ほど矢倉から申し上げたとおりですが、その他トピックスとしまして、繰延税金資産の

取崩し 19 億 3,200 万円と減損損失の計上 66 億 6,100 万円の影響で、70 億 9,200 万円の純損失と

なりました。 

また、カイゲンファーマ社での品質問題に関する売上高への影響は約 2 億円と、全体感に比べます

と軽微でございました。 
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続きまして、2024 年 3 月期に計上しました減損損失について説明いたします。 

効率化検討事業を中心としまして、減損の兆候が認められるもの、および一部休止資産につきまし

て減損損失を計上しました。最も金額インパクトが大きいのは酸化チタンでございました。今期以

降への影響としましては、年間の減価償却費は約 6 億円ほど減少する見込みでございます。 
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続きまして、セグメント別の売上高と営業利益でございます。 

こちらは化学事業と医療事業で載せておりますので、後ほど詳細はサブセグメントのところで説明

させていただきます。 
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続きまして、前年同期と比較しました営業利益の増減要因を示しております。 

原燃料の高騰は 60 億弱ほどありましたが、こちらに関しましては価格是正によりまして、おおむ

ね相殺できました。ですが、販売数量が減少した分、操業度差で利益を押し上げたと。あと、操業

差が発生したことにより、利益が減少いたしました。 



 
 

2024  3  
 

 

こちらは、期中で修正しました予想比との増減要因でございます。 

電子材料や化粧品を中心に価格是正が進み、誘電体材料での販売構成の改善も奏功しました。 
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続きまして、貸借対照表でございます。主なところを説明させていただきます。 

主な増減要因の内容ですが、売上債権が 20 億 1,500 万円増加いたしました。こちらは期末直前の

売上高水準の上昇が昨年から約 12 億円ほど増えたというところと、あとは一部売掛金の入金が翌

営業日にずれ込んだ影響でございます。 

そして棚卸資産でございますが、13 億 7,800 万円減少いたしました。こちらはキャッシュコンバ

ージョンサイクルの改善に取り組み、着手しておりまして、在庫数量が前期末で 15%程度減少い

たしました。 

在庫単価につきましては、原材料は微増、製品は上昇いたしました。 

有形固定資産でございますが、62 億 9,800 万円減少いたしました。こちらは減損損失を 65 億

9,200 万円行った影響によるものです。 

結果、自己資本比率は 59.3%、キャッシュコンバージョンサイクル、こちらは月別の売上ベースで

計算しておりますが、216 日となっております。キャッシュコンバージョンサイクルは依然高いレ

ベルと認識しておりますし、今後も改善を進めてまいります。 
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続きまして、キャッシュフロー計算書を説明します。 

営業キャッシュフローは 68 億 6,600 万円でございました。棚卸資産の圧縮、法人税等の支払額減

少により、昨年度から増加いたしました。 

投資キャッシュフローはマイナス 39 億 6,300 万円でございます。主に、今後注力していきます有

機化学品の医薬品原薬中間体、こちらの CDMO への進出を目的とした有形固定資産取得を実行し

ております。結果、フリーキャッシュフローは約 29 億円ということで、前年度よりも 47 億 5,000

万円増加いたしました。 

財務キャッシュフローですが、転換社債の発行による資金調達を 30 億円実施いたしましたが、子

会社株式の取得、これは堺商事株式会社の TOB がございましたので、結果、12 億 5,900 万円とな

りまして、前期比で 20 億 2,400 万円減少いたしました。 
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続きまして、2025 年 3 月期の業績予想でございます。 

通期予想で売上高は 870 億円、営業利益は 54 億円を見込んでおります。 

売上高につきましては、販売数量は連結ベースで大きくは変わらないものの、販売単価につきまし

ては、前期からの価格是正を今期も継続しますので、増収を見込んでおります。 

営業利益は、前期の後半から利益貢献してきました価格是正効果や、成長事業である電子材料事業

の数量の回復が期待されます。そして増益を見込んでおります。 
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こちらが営業利益の増減予想でございます。 

販売価格の是正効果、販売単価差で、約 30 億円の増益を見込んでおります。 

これは積み残しております価格是正も進めますが、継続してきました効率化検討事業を中心とする

価格の是正効果によりまして、前期比で利益を押し上げる見通しでございます。 
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続きまして、設備投資、減価償却、研究開発費の推移・予想でございます。 

設備投資は、ポートフォリオ変革に伴う事業所再構築の費用、安全対策投資、開発品生産設備の改

良を計画しておりまして、2025 年 3 月期は 85 億円と増加する見通しです。 

書いていませんが、成長事業にも一定投資を行う予定にしております。 

減価償却費に関しましては、2024 年 3 月期に実施しました減損損失の影響が大きく、40 億円減少

する見通しでございます。 
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続きまして、株主還元でございます。 

2024 年 3 月につきましては、1 株当たり年間 70 円の配当を実施いたします。 

そして、後ほどの新中期経営計画でも説明いたしますが、2025 年 3 月期から 2027 年 3 月期に関

しましては、配当性向 30%以上を目安にという配当の基本方針を改めまして、DOE3%を目安に利

益還元を実施していく予定でございます。 

配当方針に関しましては、安定した配当総額をこれまで配当させていただきました。この実績を鑑

みまして、DOE を導入することにいたしました。この中計の期間は、DOE3%を目安に、利益還元

を年 2 回実施してまいります。 
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では続きまして、2024 年 3 月期のセグメント別の結果を説明いたします。 

こちらはセグメント・サブセグメントの関係性を示しております。 

2024 年 3 月期までは左側の分け方にしておりますが、今後、新中計でも公表しておりますが、事

業ポートフォリオ変革を進めてまいりますので、2025 年 3 月期以降は右側の区分けになります。 

化学事業におきまして、安定事業の有機化学品を成長事業に、そして亜鉛・樹脂添加剤・触媒、こ

のあたりを安定事業に移行する予定でございまして、効率化を検討する事業はなくしていきます。 
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サブセグメントの営業利益増減でございます。これは前年同期比でございます。 

先ほど矢倉からもありましたが、成長事業の電子材料と化粧品材料、こちらの営業利益が大きく減

少しております。 
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こちらは予想比でございます。 

予想比につきましては、効率化検討事業の酸化チタン・亜鉛製品、樹脂添加剤を中心に修正予想を

上回りましたが、化粧品材料が振るわず、こちらは減益と予想を下回りました。 

続きまして、ここからはサブセグメントごとに説明をいたします。 
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電子材料でございます。 

前年同期比で売上高は、半導体市場の低迷がございまして、誘電体・誘電体材料ともに販売数量は

落ち込みました。ただ、誘電体を中心としました一部価格是正も浸透しまして、売上高はほぼ横ば

いとなりました。 

営業利益は、操業度の調整が長引きまして販売数量が落ち込み、販売構成も悪化したこともありま

して、大きく減益となりました。 

対予想比では売上高は、販売数量に関しましては、昨年度第 2 クォーターで底を打ち徐々に回復に

向かうと見ておりましたが、予想よりも市場の回復が緩やかだったこともありまして、販売数量が

伸び悩んだ結果、売上は予想を下回りました。 

営業利益は、誘電体を中心に価格是正が進みまして、販売計画に比べますと特に誘電体材料での販

売構成の改善があった結果、予想を上回りました。 
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次に、化粧品材料でございます。 

対前年同期比で売上高は、国内需要は堅調に回復したのですが、中国をはじめとしました海外での

日焼け止め剤消費の低迷の影響を受けまして販売数量の減少、そして品質改善工事などの一時的な

要因によりまして計画どおりの生産ができなかったことも影響し、減少となりました。 

営業利益は、販売数量の減少とともに、定期修理時に例年よりも長く操業を止めたぶん操業度が落

ちまして、工場休止費用約 1 億円を計上したこともありまして、大きく減益となりました。 

対予想比では売上高は、海外での需要の低迷が続きまして想定以上に販売数量が伸びなかったこと

と、計画どおりの生産ができなかったことがございまして、予想未達となりました。 

営業利益も、販売が振るわず売上を伸ばせなかったことと、これは一時的な要因ではございます

が、不良品の評価損を 1 億円ほど計上したこともありまして、予想を大きく下回りました。 
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次に、有機化学品でございます。 

前年同期比で売上高は、プラスチックレンズモノマー向け添加剤、これはメガネレンズ材料でござ

いますが、これは堅調なメガネレンズ需要によりまして順調に出荷量を伸ばしましたが、医薬品原

薬中間体につきましては出荷量が減少しましたので、トータルで減収となりました。 

営業利益は、メガネレンズ材料の原燃料高の影響を避けられず減益となりまして、医薬品原薬中間

体では出荷数量の減少に伴いまして、減益となりました。 

対予想比では売上高は、メガネレンズ材料以外のチオ製品、有機化成品が、この販売量の計画を下

回りまして、予想未達となりました。 

営業利益は、プラスチックレンズ、メガネレンズ材料ですね、この需要が好調に推移したと。その

結果、計画値よりも販売数量が伸び、予想を上回りました。 
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衛生材料でございます。 

前年同期比で売上高は、円安により衛生材関連の輸入商材の荷動きが悪くなりまして、前年同期並

みの売上となりました。 

営業利益は、収率改善による製造コストの減少、輸出運賃の下落により営業費が減少したことで、

増益となりました。 

予想比で売上高は、こちらも円安による輸入商材の荷動きの悪化とインドネシアでの物価高騰によ

るオムツ市況の低迷がございまして、計画よりも生産品の販売が伸び悩み、予想を下回りました。 

営業利益は、販売が低下したことで操業度を落としましたが、収率改善効果や輸出運賃の下落等で

営業費が減少し、予想値とほぼ同等の結果となりました。 
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次に、受託加工でございます。 

前年同期比で売上高は、工程受託で大型案件の受託終了で減収となり、加工顔料では建材関連や浴

用剤関連での販売数量の減少はあったものの価格是正の浸透もあり、売上高は概ね維持をいたしま

した。 

営業利益は、販売数量の減少がありまして、減益となりました。 

予想比で売上高は、加工顔料での建材や OA 機器向け顔料での販売が振るわず、予想を下回りまし

た。 

営業利益は、工程加工では受託終了しました大型物件の代わりに想定以上に新規案件を受託できた

こと、また加工顔料での価格是正の浸透もあり、予想を上回りました。 
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次に、酸化チタン・亜鉛製品。こちらは化粧品材料を除いております。 

前年同期比の売上高は、国内亜鉛建値相場の下落が前期比で約 7 億円ございました。そして酸化チ

タンの売上に関しましては、中国品の安価品の攻勢によります販売数量の減少を価格是正でカバー

しましたが、減収となりました。 

営業利益は、価格是正を推し進めてはいますが、原燃料高の影響が残っていることと中国勢の安価

攻勢を受ける中で、価格是正を優先した結果、販売数量が減少しました。これは、安値品は追いか

けないという戦略であります。それに伴う在庫調整で操業度が低下しました影響もあり、減益とな

りました。 

予想比で売上高は、酸化チタンにおきまして価格是正を進める中で、中国安価品攻勢の影響が大き

く、想定以上に販売数量が減少しましたので、予想を下回りました。 

ただ、営業利益は、継続的な価格是正の浸透があり、また 2024 年 3 月期第 3 クォーター決算時に

実行しました減損損失の処理もありまして、予想よりも赤字幅は縮小いたしました。 
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次に、樹脂添加剤でございます。 

対前年同期比の売上高で言いますと、国内の需要は住宅着工件数の減少などの影響で販売が減少し

ておりますが、海外では中国向け製品の販売数量が減少しました。ただ、国内外ともに価格是正が

浸透してきており、また海外現地での非鉛系安定財の拡販などにより、売上高は対前期比でほぼ同

等となりました。 

営業利益は、国内での価格是正の浸透に加えまして、海外現地での非鉛系安定剤の拡販により、販

売構成が改善し、増益となりました。 

予想比で売上高は、国内向けは PVC 需要が低迷。ただ、海外では中国の経済の長引く停滞の影響

がありまして、ともに販売数量が計画よりも伸びず、予想を下回りました。 

ですが、営業利益は、国内外とも価格是正の浸透やベトナム・タイでの海外現地での非鉛系安定剤

の拡販により、予想を上回りました。 
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次に、触媒でございます。 

対前年同期比で売上高は、販売数量が減少しました。これはニッケル触媒の国内需要家の定期修理

の影響が大きく、脱硝触媒は前期業績に寄与した海外大型物件が一段落しまして、販売数量が落ち

込みました。 

営業利益は、価格是正の浸透はあったものの、販売数量の減少をカバーできず、減益となりまし

た。 

予想比で売上高は、ニッケル触媒は想定よりも顧客の新しい工場の立ち上がりの遅れで販売数量が

伸びず、脱硝触媒では採算性を重視した販売方針のもと過度な価格競争を避けた結果、販売数量が

計画を下回り、予想未達となりました。 

営業利益は、ニッケル触媒を中心に価格是正が浸透しまして、予想を上回りました。 
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医療事業でございます。 

対前年同期比の売上高は、医療用医薬品のバリウム造影剤事業ですとかアルロイド G、こちらは薬

価改定の影響があったことで減少したということがありましたが、医療機器ですとか OTC 薬、こ

のあたりは伸びまして、トータルとしてやや増収となりました。 

営業利益は、やはり薬価改定の利幅の減少の影響と原燃料高の影響が避けられず、減益となりま

す。 

予想比では売上高は、既存バリウム造影剤事業、アルロイド G、これら医療用医薬品の減少を新規

事業でカバーする予定でしたが、このあたりで一部上市が遅れるなどし、予想を下回りました。 

営業利益は、原燃料価格の高騰による影響を避けられず、予想を下回りました。 
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最後に、2025 年 3 月期のサブセグメントの業績予想ですが、その前に事業環境の認識をこちらに

示しております。 

成長事業に関しましては、全体的に回復を見込んでおります。ですが、効率化検討事業は、まず酸

化チタン/ 亜鉛製品につきまして、酸化チタンは供給過多の状況が続き、安価海外品が引き続き国

内に流入する厳しい販売状況が継続すると見ております。 

樹脂添加剤は、国内需要はまだ低迷、販売の増加は厳しい見込みですが、海外の需要は拡大してい

き、それとともに鉛系から非鉛系安定剤への切替えが進んでいくと見ております。 
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サブセグメント別の予想は、このようになっております。 

新中計でも 29 億から 54 億円へ行くイメージを示しておりますが、利益金額はサブセグメント別

ではこちらをご覧いただければと思います。 
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最後に、サブセグメントの営業利益の増減予想を示しております。 

まず前年同期比ですが、電子材料の販売量増加、効率化検討事業であります酸化チタン・亜鉛での

価格是正効果を見込んでおりまして、54 億円増えると見込んでおります。 

ただ、有機化学品は医薬品原薬中間体への設備投資を見込んでおります。そして、それで減価償却

費の負担増を見込んでおりますので、この有機化学に関しては減益を見込んでおります。 

説明は以上になります。ご清聴いただきまして、ありがとうございました。 
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Ṯᴂל  

 

◄ᵓ：それでは、これより、ただいまご説明申し上げました決算の内容につきましての質疑をお願

いしたいと思っております。 

今、会場、それからウェブにもお示ししておりますとおり、まずは会場にお越しの皆様、その後ウ

ェブの皆様、という順番で質疑をお願いしたいと思っております。 

なお、本説明会につきましては書き起こしによる記録をさせていただいております。会社名、お名

前等は私どものホームページに書き起こし内容を記載する際には伏せた上で開示はさせていただい

ておりますが、ご質問の内容に関しましては書き起こしによる記録が残りますというところだけご

承知おきの上ご質問をお願いできればと思っております。 

それでは、まず会場にお越しの皆様からお願いしたいと思います。ご質問おありの方は挙手いただ

けますとマイクをお持ちいたしますので、よろしくお願いします。 

どうぞ、お願いします。 

ל [Q]יּ ：本日はありがとうございます。電子材料で質問を 3 点させてください。 

1 点目が、誘電体と誘電体材料の終わった期の売上高構成比がどうなっているかを教えてくださ

い。これが 1 点目です。 

2 点目は、それぞれの利益率のイメージ。今ちょっと利益率が変化していると思いますが、どうい

ったばらつきになっているのかを教えてください。 

それから 3 点目ですが、今期の実績の中で誘電体材料ですかね、ミックスの悪化があったというこ

とですけど、このミックスの悪化というのは具体的にはどういうことだったのかを教えてくださ

い。以上 3 点お願いします。 

◄ᵓ [M] ：ありがとうございます。では、大釜からお答えいたします。 

 [A] ：ご質問ありがとうございます。まず、誘電体材料と誘電体の構成比でございますが、詳

細は公表しておりませんので、だいたいのイメージで比率を申し上げますと、誘電体材料と誘電体

の順番で申し上げますと、売上比で言いますと、だいたい 3 対 2 ぐらいの構成比でございます。こ

れは年度によっても変わるのですが、誘電体材料のほうが売上としては多い状況でございます。 
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そして二つ目のご質問ですが、営業利益率のご質問があったかと思います。これも年度によってか

なりばらつきが大きくて、だいたいどれぐらいということもなかなか難しいのですが、まず利益率

としましては誘電体のほうが高い状況でございます。 

営業利益率で申し上げますと、誘電体と誘電体材料のスプレッド差でだいたい 10%ぐらいはある

ところでございます。ズバリの営業利益率に関して差し控えさせていただきますが、誘電体材料の

ほうが営業利益率としては低いとイメージしていただければと思います。 

3 点目でございますが、誘電体材料の構成差でございますが、誘電体材料におきましても幾つか種

類がございます。そして比較的古い製品といいますか、昔からある製品は比較的販売単価が安い

と、そしてある程度最近といいますか、コンデンサの中でもミドルエンド、ハイエンドに使われる

ようなものは販売単価が高いというところでございます。 

これはお客様の要望にだいたい応じて出荷することが多くございますので、そのあたりで販売単価

の高いものが比較的たくさん出たというところで構成差が改善したということになっております。

以上でございます。 

ל [Q] יּ ：ありがとうございます。追加でご質問なのですが、24 年 3 月期の実績、売上高はほ

ぼ横ばいですが、誘電体と誘電体材料で違いがあったのか。それから、今期のご計画はかなり売上

高が伸びる予想にしておられますが、こちらもそれぞれ伸び率に差があるのかどうか、教えてくだ

さい。以上です。 

 [A]：横ばい、そうですね、構成比からしますと、若干ですが誘電体のほうが 2024 年 3 月期

は売上としては多くございました。ただ、先ほど申し上げました比率とそんなに大きく変わらない

レベルでございますので、この構成比が逆転するようなことではなかったとご理解いただければと

思います。 

今年度 2025 年 3 月期に関しましては、どちらがたくさんというところではなくて、やはり市況が

かなり回復してきておりますので、ほぼほぼ同じぐらいの割合で数量ベース、数量、売上自体は伸

びてくるのではないかと見ております。 

ל [Q] יּ ：24 年 3 月期の実績はほぼほぼ売上が横ばいだったので、ということは、誘電体は伸

びて、誘電体材料が若干減ったという、そんなに大きくないけれども、という感じでよろしいです

か。 

 [A]：はい、そうですね。ただ、価格是正の効果がありますので、数量ベースで言いますと、

両方とも落ちています、2020 年 3 月は、前年比ですね。 
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ל [M]יּ ：わかりました。ありがとうございました。 

◄ᵓ [M] ：どうもありがとうございました。他に、会場にお越しの皆様、ご質問ございませんでし

ょうか。よろしいでしょうか。 

では一旦、Web からご参加いただいている皆様方に交代したいと思います。 

それでは Web の方の質問に移りたいと思います。 

ל ʿ 2[Q]יּ 点ほどお伺いしたいのですが、一つ目が終わった年度の第 4 四半期でかなり業績が

持ち直してきている印象があります。全社営業利益 12 億円出ていて、化学品だけ見ると、これは

もちろん全社費用控除前ですけど 19 億円でかなり戻ってきていると。もちろんこれは有機化学品

がかなり第 4 四半期に偏ったところがあるかと思いますけれども、新年度以降も基本的にはこの終

わった年度第 4 四半期の利益がある程度ベースになっていくように考えていいのかどうかですね。

一過性要因みたいなもので押し上げられたということではないのかどうか、そこを確認させいただ

きたい。 

もう一つが、電子材料のところで価格是正効果とおっしゃいましたけど、どういう状況なのか。

元々ちょっとマージンが低いので遅ればせながら通ってきたということなのか。ちょっとそこに関

して、お客様のほうの受入れの姿勢に変化が出てきているのかとか、そこに関してもお願いいたし

ます。 

 [A] ：ありがとうございます。まず 1 点目の、4 クォーターがかなり持ち直してというところ

で、これはご指摘のとおりでございます。われわれもそのような認識でございます。 

市況感としましては、電子材料が非常に、やはり昨年度 2024 年 3 月期の第 2 クォーターを底に持

ち直してきていまして、想定ほど V 字回復というわけじゃないですが、やはり 3 クォーター、4 ク

ォーターと持ち直してきていることは数量ベースでも出てきています。若干足元のことも申し上げ

ますと、その状況は続いていると見ておりますので、電子材料を中心にこの状況が続くのではない

かと。 

もちろん、前期に関しましては、通常われわれ第 2 クォーターに関しては定修があるところで若干

下期型になっているのですが、基本市況感といいますか、そのあたりは先ほど申し上げた前提で動

いているようですので、第 4 クォーターぐらいの動きが続くのではないかと見ております。 

ל [Q]יּ ：もう一つお願いいたします。 

 [A] ：値上げの状況でございますが、直近は、まずそもそも昨年度の状況で申し上げますと、

かなり環境的には受け入れていただきやすい環境でございまして、比較的、われわれの 100%の要
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望を了承いただけたかというと必ずしもそうじゃないですが、昨年度に関しましてはだいぶ浸透し

てきたところがございます。 

ただ、計画として見込んでいたタイミングよりは少し遅れてしまったところもありまして、ようや

く第 4 クォーターでこの浸透が進みまして、第 4 クォーターの業績の回復といいますか、そちらに

結びついたと見ております。 

今後に関しまして言いますと、若干、状況としては、原燃料高に関しましてはだいぶ落ち着いてき

たところがございますので、かなり交渉としては厳しい状況になることは想定をしています。 

ただ、やはり新中計でも出しておりますが、経営の方針としまして、しっかり価格是正に関しては

まだ進めていく必要があるところもございますので、引き続き交渉は進めていくというスタンスと

いいますか、予定にしております。 

ל [Q]יּ ：なるほど。これはちょっと中計のほうでの内容になってしまうのかもしれませんが、

次の 3 年間では原料アップにかかわらず電子材料の価格是正、収益性の改善は進めていくという、

そういう認識でよろしいでしょうか。 

 [A] ：はい、そちらは進めてまいる予定でございます。 

ל  。よくわかりました。ありがとうございます。終了になります：[M] יּ

◄ᵓ[M] ：ありがとうございました。他、ございますでしょうか。 

特に Web から他に質問がなさそうですので、一旦、本決算説明会については、これで終了とさせ

ていただきたいと思います。 

［了］ 

______________ 

Ẃ  

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M] はそのどちらでもない場合を示す 
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Ⱨ‮ 

本資料は、情報の提供を目的とし、本資料による何らかの行動を勧誘するものではありません。本

資料（業績計画を含む）は、現時点で入手可能な情報に基づいて当社が作成したものであり、リス

クや不確実性を含んでいるため、実際の業績はこれと異なる結果となる可能性があります。また、

化学事業のサブセ グメントの数値は任意で公表しているものであり、監査を受けておりませんの

で、参考値とご承知おきください。ご利用に際しては、ご自身の判断にてお願い いたします。本

資料に記載されている見通しや目標数 値等に依存して投資判断されることにより 生じうるいかな

る損失に関して、当社は責任を負いません。 

 


